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論　　文　　の　　要　　旨
　一般に原子1分子に極紫外光を照射すればヨ光電子を放出して原子1分子イオンが生成される。
この光電離過程において放出された光電子の運動エネルギーや光電子放出の角度依存性を調べる光
電子分光法はヨ光電離によって生じた原子画分子イオンのエネルギー状態ラまた従ってもとの原子固
分子のエネルギー状態を知る為の重要な手法である。本論文は、このような光電子分光法の中争光
電子放出の断面積およびその角度依存性を測定し、解析した結果の報告である。特に分子の回転遷
移に関して分離した形で解析を行なっている。’
　紫外光照射用光源としてはHe原子よりの共鳴線（He－I584A）およびNe原子よりの共鳴線（Ne－
736A）を用い、測定対象気体としては最も簡単な分子であるH。と、広く研究されているN。分子と
を選んだ。用いた光電子分光計は半球静電型のものであり，エネルギー分解能は約15㎜eVである。
　試料気体としては、測定しようとするH。分子またはN。分子にKrまたはArの稀ガスを混合したも
のを用いた。Krや虹は光電子分光計の装置関数を求めるためにH。やN。分子と同時にそれらからの
光電子スペクトルを測定するためのものである。
　測定はう照射光の進行方向に対していくつかの角度で上記資料気体の光電子スペクトルをヨ計数
回路を通してコンピュータ処理することにより半自動的に行われラ信号対雑音比を上げることが図．
られた。
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　得られた光電子スペクトルの解析には二つの手順が採られた。一つは分子の回転遷移に関する規
則性を利用することである。H。分子。N。分子の場合ヨ任意の回転遷移の微分断面積は、始状態の回
転準位J二0からの遷移の微分断面積にαebsh－Gordan係数を掛けたものの和であらわされる。つま
り任意の回転遷移の微分断面積はラ基底回転準位からの遷移を用いて表わされることになる。もう
一つの手順は，前に述べたKrまたはAr原子のスペクトルを装置関数としてラ観測された光電子スペ
クトルは一つ一つの回転線と装置関数との合成積であらわされていることを利用することである。
以上の知識を用いてヨ得られた光電子スペクトルを計算機処理し、それぞれのスペクトルからJ＝
O→0の遷移断面積砺。とJ＝O→2に対する砺。との相対比およびJ＝0→2の遷移に対する角度分
布を決定する非対象パラメーター凪。を求めた。
　H。分子に関してはいくつかの理論計算がなされておりヨそれらと比較した結果ヨ最近報告された
弛raによる計算値と本研究によって得られた値とは艮い一致を示すことが判った。
　N。分子についてはまだ理論計算はないが害He－I励起による相対断面積にっいてのMorioka等に
より報告されている値と今回の値とはほぼ一致しており。非対パラメータの値およびNe－I励起に
よる測定例は本研究が初めてのものである。
審　　査　　の　　要　　旨
　現在得られている光電子のエネルギー分析の限界は半値幅にして約10meV程度である。異なる電
子状態聞、振動準位問のエネルギー差はぞれぞれ数eV．100meV程度であり、これらの遷移による
スペクトルは容易に分離して測定することができる。これに対して，異なる回転準位間のエネルギー
差は数獅eV程度のものであり。スペクトルの回転構造を分離して測定することは殆んど不可能であ
る。それ故，従来光電子分光による研究はう電子状態、振動状態に関するものが大部分である。
　本論文では回転遷移に関して理論的に導出された規則性を巧みに利用し官また信号対雑音比に優
れた測定値を得ることに成功しヨ原子スペクトルから得られた装置関数を用いての計算機処理によ
り合成績を解くことによってラ回転構造を分離した相対断面積と非対称パラメーターを求めること
に成功しラ理論値との比較検討を行なっている。
　以上の諸点から明らかなように，本論文は著者の独創的な着眼とヨ測定試料の新しい解析手段に
よる結果であって、その成果は分子物理学の分野に多大の貢献をなすものと言える。
　よってラ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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